
令和５年度第２回青森県医療的ケア児支援体制検討部会

令 和 ６ 年 ２ 月 ７ 日
青森県健康福祉部障害福祉課
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資料４

令和５年度医療的ケア児支援関連事業の取組



令和５年度青森県の取組（医療的ケア児支援体制図）

支援体制整備 人材育成 事業所等支援 普及啓発 家族支援

青森県小児在宅支援センター運営事業（障害福祉課→県立中央病院委託）
①相談支援
ア）支援機関への支援
（間接支援）

ウ）市町村訪問支援

②人材育成
ア）小児在宅サポーター

勉強会
イ）コーディネーター

フォローアップ研修会

①相談支援
イ）家族への相談支
援（直接支援）

③調査・分析
医療的ケア児等事業所等受入状況調査

○センターHP
等による情
報提供・情
報発信

医療的ケア児支援体制
検討部会開催事業
（障害福祉課）
県医療的ケア児支援体制
検討部会の設置・運営
【2回開催】

医療的ケア児支援
ネットワーク促進事業
（障害福祉課）
医療的ケア児等コーディ
ネーター養成研修等の実施
【支援者31人、コーディ
ネーター29人修了】

特別支援学校における医療的ケア実施体制整備事業
（教育庁学校教育課）

医療的ケア児保育支援事業
（こどもみらい課）
市町村が実施する保育所等への看護

師派遣、その他の医ケア児の受入に資
する事業に係る費用の補助
【実績：7市2町（中核市を含む）】

青森県医療的ケア児支援地域展開促進事業（障害福祉課）【重点】

①圏域アドバイザー配置連携強化事業

・初期技術研修
・スキルアップ研修

・ナースセンターキャリア支援 ・普及啓発
・訪問看護対象新規参入研修会 研修
・情報交換会 等

③短期入所施設開設促進事業

②在宅医ケア児対応看護師確保・育成事業

・医療的ケア児技術研修
・保育所等受入
啓発事業

④医療的ケア児保育等受入促進事業（こどもみらい課）

県HP等による情報発信
（障害福祉課）

医療的ケア児支援につい
て支援者や家族に対して情
報を発信

医療的ケア児及び
家族のニーズに即
したきめ細かな支
援（市町村）

医療的ケア児支
援体制整備に係
る市町村合同研
修会（障害福祉
課・小児在宅支
援センター）
【1回実施、38市
町村計136名参
加】

○指導医の巡回指導等【31回以上】（R5.11月）
○医療
的ケア
運営協
議会
【2回
実施】

○医療的ケア実施校担当者ブラッシュアップ研修会【2月実施】

○医療的ケア実施校連絡協議会 【1月実施 44名実施】

○医療的ケア基本研修 【８月実施 55名参加】



目的

①圏域アドバイザー配置連携強化事業

医療的ケア児とその家族が安心して在宅で生活できるよう、小児在宅支援センターと協働のもと、圏域内を
調整しコーディネーターを支援する医療的ケア児等圏域アドバイザーを設置し、圏域内の支援体制を整備する。

事業概要及び実績等
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県直営

事業内容 詳細 実績 評価・方向性

①圏域アド
バイザーの
個別支援

医療的ケア児等コーディ
ネーターや市町村等から
依頼を受け、小児在宅支
援センターと協働の上、
支援を行う

• アドバイザー
とセンターと
の連携体制が
整備され、
コーディネー
ターの育成が
進められてい
る。

• 来年度も引き
続きアドバイ
ザーを配置し
支援を継続す
る。

• コーディネー
ターの質の向
上に向けて取
り組んでいく。

②圏域別勉
強会

圏域アドバイザーを中心
に、圏域の課題等を踏ま
えた勉強会等を開催する。

・青森圏域：R5.4.27、28名（県主催）
・上十三圏域：R5.11.20、41名（上十三圏域協議会主催）
・下北圏域：R6.1.27、62名（むつ市自立支援協議会主催）

③取組事例
集の作成

各圏域での取組事例を県
内に波及させるため、取
組事例集を作成し関係機
関に配付する。

・参考１のとおり作成
・R6.3に県ホームページ掲載及び関係機関宛配付予定

④圏域アド
バイザー情
報交換会

圏域アドバイザー等を対
象に、各圏域の取組や事
例を共有する。

令和5年9月19日開催

支援内容 実績（R5.4～R5.12末）

圏域ネットワークづくり 12件

コーディネーター等への助言 15件

災害対策 6件

個別ケースへの対応 5件

その他 6件

計 44件



目的

② 在宅医ケア児対応看護師確保・育成事業

県ナースセンターと連携のもと、在宅で過ごす医療的ケア児に関わる看護師を確保するとともに、各

種研修により機運醸成とスキルアップを図る。

事業概要及び実績等

委託（（公社）青森県看護協会）

事業内容 実施状況 実績 評価・方向性

①
各
種
研
修

ア
普及啓発
研修

〇対象：ナースセンターに登録している看護師等
〇日時：令和5年6月9日（金）集合研修
〇内容：（講義）

医ケアに見出す専門職としてのやりがい
（事例）
医ケア児支援で活躍する看護師の事例発表

参加者：39名
講義の理解度「理解できた」
と回答した比率100%

イ
初期技術
研修

〇対象：ナースセンターに登録している看護師等
〇日時：令和5年6月26日（月）集合研修
〇内容：（講義・演習）

医療的ケア児支援の手技について・医療機
器の概要について

参加者：19名
講義の理解度「理解できた」
と回答した比率100%
演習の理解度「理解できた」
と回答した比率84.6%

ウ
スキル
アップ研
修

〇対象：医療的ケア児支援に従事している看護師等
〇日時：令和5年9月13日（水）集合研修
○内容：（講義）

看護職同士の連携方法、医療的ケア児のア
セスメント

（意見交換）

参加者：10名
講義について「参考になっ
た」と回答した比率100%

②
人
材
確
保

ナースセ
ンター
キャリア
支援

小児医療に関心のある看護師に対し、求人事業所の
情報提供、面接等支援を行い、医療的ケア児支援事
業所の就労を促進する。

○医ケア児支援に関する相談
件数
27件（R5.12末現在）

○医ケア児支援の就業に係る
面接対応人数
９人（R5.12末現在）
うち就業者数 6人 4

• 研修に参加し
た看護師の医
療的ケア児支
援の理解を高
めることがで
きた。

• キャリア支援
により医療的
ケア児支援の
就業につな
がった。

• 今後は、医療
的ケア児支援
の対応が不足
している事業
所等の看護師
に焦点をあて
て事業を実施
する。



② 在宅医ケア児対応看護師確保・育成事業

目的

医療的ケア児支援を行う訪問看護ステーションの新規参入促進及び訪問看護ステーション間及び医療

機関とのネットワーク体制を強化する。

事業概要及び実績等
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県直営

事業名 実施状況 実績 評価・方向性

①新規参入研修会 〇対象：県内訪問看護ステーション
〇日時：令和5年7月19日（水）オンライン研修
〇内容：（講義）

医療的ケア児の在宅生活を支える訪問看護の
大切な３つのポイント
（情報提供）
県訪問看護総合支援センターのご紹介

○参加者：43名

参加者：43名
医療的ケア児支
援に携わりたい
と思うか「非常
にそう思う」
100%

• 研修を受講した事業
所については、研修
受講によりモチベー
ションが高まり医療
的ケア児支援への興
味につながった。

• 医療的ケア児の受入
を拡大するために、
医療的ケア児支援に
興味のある事業所に
対し、個別にアプ
ローチしていく。

＜参考＞
令和5年度医療的ケア
児対応可能な訪問看護
ステーションのうち、
新規事業所数11事業所
（うち本事業参加事業
所数6事業所）

②情報交換会 〇対象：医療的ケア児支援に従事している訪問看護ス
テーション等

〇日時：令和5年10月28日（土）集合研修
○内容：（講義）

地域連携を通して子どもと家族が生き生きと
暮らせるための小児訪問看護の実際
（情報交換・グループワーク）

参加者：24名
医療的ケア児支
援に一層携わり
たいと思うか
「非常にそう思
う」92%

③訪問看護の「良
さ」伝え方研修会

〇対象：県内訪問看護ステーション
〇日時：令和6年2月3日（土）オンライン開催
〇内容：（講義・演習）

訪問看護の「良さ」をどう伝えるか



目的

２③ 短期入所施設開設促進事業

事業概要・実績・評価
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委託（株）医療経営研究所）

地域生活を支える短期入所事業所における医療的な対応が求められているが、本県の医療的短期入所事業所は、青森・八
戸圏域に４事業所と偏在しており、サービスを利用したくても容易に利用できない状況が生じている。
医療的ケア児が在宅で安心して生活できるよう、令和４年度の取組を踏まえ、開設に関心のある医療機関や介護老人保健

施設等に対する個別提案訪問や、新規に指定を受けた事業所等へのフォローアップ等により、医療型短期入所施設の新規開
設を促進する。

事業
内容

詳細 実施状況
（R5.12月末）

評価・方向性

①個別
提案訪
問

〇対象：開設に関心のある医療機関及び
介護老人保健施設等

〇内容：訪問により開設を働きかける
とともに、必要に応じて収入
ミュレーションの例示等を行う。

個別訪問先
５か所

〇令和5年度新規指定事業所数
3カ所

（圏域別：八戸１西北五１
上十三１）

〇新規開設事業所における医
療的ケア児者利用実績（年
度内予定含）
2人

〇令和6年度中指定見込または
新規開設に前向きな事業所
４か所

（圏域別：青森１津軽１西
北五１下北１）

〇圏域勉強会や県庁広報番組
で医療型短期入所事業所の
概要や取組を紹介し、普及
啓発も実施

• 医療型短期入所
事業所の指定機
関は７事業所と
なったほか、実
際の利用にもつ
ながった。

• 本事業の理解、
新規指定までの
支援及び利用者
を受け入れるま
での準備支援等
1事業所に対し
相当な時間を要
する。優良事例
を踏まえ、さら
に個別に事業所
に働きかけてい
く。

②他施
設視察
支援

〇対象：開設を検討している又は指定を
受けた事業所等

〇内容：実際の受入や運営などの理解を
深めるため、医療型短期入所事
業所（県内又は県外都道府県）
への視察を行う。

視察数
3か所

③フォ
ロー
アップ

〇対象：新規に指定を受けた事業所等
〇内容：既に指定を受けている施設から

の職員派遣等により、利用者受
入に当たっての注意点の説明や
実地における研修等を行う。

フォロー事
業所
3か所
延べ11回

④電話
相談窓
口

〇対象：開設を検討している又は指定を
受けた事業所等

〇内容：受入にあたっての支援上の相談、
事業運営や報酬請求等専門的な
相談窓口を設置する。

電話等での
問い合わせ
50件



④医療的ケア児保育等受入促進事業【こどもみらい課】
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事業概要

目的
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保育園等において医療的ケア児の受入を増やすため、保育施設事業者、保育従事者、行政職員等を対象

に、保育所等における医療的ケア児保育における基本的な知識等の普及啓発及び保育所等に勤務する保育
従事者や看護師を対象に医療的ケアに関する技術習得を目指した演習形式研修会を実施する。

委託（（公社）青森県看護協会）

事業内容 実施状況 実績 評価・方向性

①医療的
ケア児保
育所等受
入啓発事
業

○日時：令和5年10月24日（火）
○対象：保育支援事業者、保育従事者（園長含む）、看護師、行政

職員等
○内容：（講演）

本県における医療的ケア児支援の現状と課題及び小児に対す
る医療的ケアの留意点について
（県内受入事例紹介）
にじいろ保育園、青森県立青森若葉養護学校、こども園あら
や、平川市子育て健康課

57人 • フォーラムを対面で実施
し、パネルディスカッ
ションにおいて一般参加
者からの意見、体験談等
をその場で質疑する等活
発な交流が行われた。

• 技術研修は、設備を複
数使用する等の感染症対
策を行った上で予定どお
り実施できた。

• 医療的ケア児保育受入
を拡大するために、今後
も理解を促進するための
フォーラム・技術研修を
継続する。

【参考】
Ｒ5医療的ケア児受入可能
（要相談除く）
施設数…46施設

②医療的
ケア児技
術研修

＜保育従事者対象＞
〇日時：令和5年7月19日（水）
○内容：（講義）

小児の医療的ケアについて～小児の健康状態の観察ポイント、
具体的な器材や使い方、専門用語等～

18人

＜看護職者対象＞
〇日時：令和5年8月28日（月）
○内容：（講義）

小児の医療的ケアについて～喀痰吸引、経管栄養等～
（演習）
医療的ケアの実際について

14人


